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は じ め に 

家庭や学校でインターネットを利用する機会が増し，ネット接続対応の携帯電話等が普

及したことで，子どもでも，いつでも，どこからでもインターネットを利用することが可

能となりました。 

 また，年を追うごとに，いわゆる「サイバー犯罪」も増加の一途をたどり，青少年がな

んらかの被害を受けた事例を見聞きすることが増えています。 

 Ｅメールや電子掲示板（BBS），ブログ（ウェブログ）などを使った情報発信も日常的に

なり，児童生徒が被害を受けるばかりでなく，「加害者」にもなり得る状況となっていると

いえます。 

 そこで，石川県教育センターでは平成 17 年度に「情報倫理プロジェクト」を発足させ，

児童生徒が，安全にこれらを利用するための「学習教材」及び「情報モラル指導の系統表」

を作成しました。 

 「学習教材」は，ご家庭や学校の授業で自由に使っていただくことを前提として，一般

に公開しております。 

 本教材が，情報モラル（情報倫理）教育の一助となることができれば幸いです。 
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１ 指導の観点 

情報モラル教育に必要な項目として下の４つを取り上げ，それぞれに「指導課題」を設けました。 

情報モラル教育は，小学校・中学校・高等学校の各段階に渡って系統的に行うことが大切です。次

ページからの系統表は、縦軸に各指導項目の指導課題を，横軸に小学校低学年から高等学校までの指

導内容をまとめています。 

 

 (1) 情報の受信・発信とコミュニケーション 

①コミュニケーションにおけるルールとマナー 

 Web ページ，電子メール，電子掲示板，チャット，携帯電話などのコミュニケーションツール

を活用した情報の受発信において，人間関係や社会への影響に配慮した円滑なコミュニケーショ

ンを実現する力を身に付ける。 

②インターネットの特性をふまえたコミュニケーション 

 Web ページ，電子メール，電子掲示板，チャット，携帯電話などのコミュニケーションツール

の特性を理解し，対象に応じて適切に選択し活用できる力を身に付ける。 

③情報の信頼性や信ぴょう性への意識 

 Web ページ，電子メール，電子掲示板，チャット，携帯電話などで得られる情報の信頼性や信

ぴょう性について考え，正しい情報を選ぶ力を身に付ける。 

 

(2) 著作権・肖像権 

①著作物などの利用のルールと法の遵守 

 インターネット上の画像や音楽，文章などの取り扱いについて必要な知識を身に付けるととも

に，著作権や肖像権を遵守しながら，適切にインターネットなどを利用する態度を身に付ける。 

 

(3) 心身の健康 

①健康や生活の問題への対処 

 インターネットや携帯電話に過度に熱中することで生じる依存症，生活のリズムの乱れなど心

身の健康に悪影響を及ぼすおそれのあることがらについて理解し，適切にインターネットなどを

利用する態度を身に付ける。 

 

(4) 情報化社会を生きる 

①個人情報の保護 

 個人情報にはどのようなものがあるかを理解し，自分の個人情報を守るとともに他人のプライ

バシーを尊重する態度を身に付ける。また，インターネット上のアンケートなどへの入力は自己

責任が伴うことを認識する。 

②コンピュータセキュリティの知識 

 コンピュータを取り巻く様々な脅威について認識し，被害者になったり自分の知らないうちに

加害者となったりしないための知識を身に付ける。 

③情報化が及ぼすくらしへの影響 

 ネットショッピングやネットオークションに伴う詐欺など身近にある危険性を理解し，被害を

回避する知識を身に付けるとともに，よりよい情報社会を構成する意欲を持つ。 



２　情報モラル指導の系統表

指導項目 指導課題
小学校低学年

（１～２年）

コミュニケーションにおけるルールとマナー

○あいさつや礼儀正しくすることが他者
とのコミュニケーションを図る上で大切
であることを知る。
○うそや不確かなことを他の人に伝えて
はいけないことを理解する。

インターネットの特性をふまえたコミュニケー
ション

○本で調べたり体験したりすることの大
切さを知る。
○コンピュータ上にあるものは現実を反
映していない場合があることを知る。

情報の信頼性や信ぴょう性への意識

○よく分からないことは回りの人に聞く
などして確かめることができる。

②著作権・肖像権 著作物などの利用のルールと法の遵守

○他の人が作ったものを勝手に自分のも
のにしたり使ったりしてはいけないこと
を知る。
○他の人の顔や姿の写った写真を勝手に
使ってはいけないことを知る。

③心身の健康 健康や生活の問題への対処

○規則正しい生活に影響を与えない範囲
でコンピュータやゲームを利用すること
ができる。

個人情報の保護

○自分や友達の氏名や住所，電話番号な
どを安易に教えてはいけないことを知
る。

コンピュータセキュリティの知識

○コンピュータの動きがおかしいとき
は，先生や保護者に伝える。

情報化が及ぼすくらしへの影響

○魅力的な誘いに惑わされないよう気を
つける。
○学校や公共の施設にあるものはみんな
が使うものであることを意識する。

④情報化社会を生きる

①情報の受信・発信とコミュ
ニケーション
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石川県教育センター

小学校中学年及び高学年
（３～６年）

中学校 高等学校

○情報を得たり送ったりするときには，
コンピュータ上のコミュニケーションで
あっても相手の気持ちを思いやることが
できる。
○情報を発信するときは，正しい内容を
伝えるよう心掛けることの大切さを知
る。

○インターネットや携帯電話によるコ
ミュニケーションにおいて，相手の気持
ちに配慮した内容や表現を考えることが
できる。

○自分の発信する情報の影響を考え，責
任を持ってコミュニケーションツールが
活用できる。

○情報社会の担い手として，電子メール
や携帯電話を活用して人と人との円滑な
コミュニケーションを実現することがで
きる。
○自分の発した情報に対する社会的責任
を自覚し，対象への影響に配慮した適切
な情報発信ができる。

○インターネット上のコミュニケーショ
ンは，不特定多数の人に公開される場合
もあることを知る。
○短い文によるコミュニケーションは，
お互いの意思が正しく伝わらない場合も
あることを理解する。

○インターネット上のコミュニケーショ
ンは，お互いをよく知らずに行われるこ
とが多く，誤解や思い込みなどが起きや
すいことを理解する。

○電子メールや電子掲示板などのコミュ
ニケーションツール個々の特性を理解
し，目的や対象に応じて適切に使い分け
ることができる。

○情報を得るには，インターネットの他
に図書館や地域の人に聞くなど様々な手
段があることを理解する。
○いくつかの情報を比較するなどして正
しい情報を得ようとする。

○様々な情報源から得たことの確かさや
有用性を判断するとともに，有害なもの
は無視することができる。

○情報の信頼性や信ぴょう性について，
複数の情報の比較や社会的事象，自分の
体験などを総合的に判断し行動すること
ができる。

○著作権の存在を知り，身の回りにある
著作物について認識する。
○他者の著作物を使うときには許諾を得
るなどのルールがあることを知る。
○肖像権の概要を知り，写真を撮るとき
や写真を使うときにはルールがあること
を知る。

○著作権の基本的な内容や著作物の保護
の重要性を知る。
○著作物を利用するときの基本的なルー
ルを理解する。
○肖像権のある写真などを利用する場合
の基本的なルールを理解する。

○著作権・肖像権は作者や本人が持つ基
本的な権利であることを理解し，尊重す
ることの重要性を理解する。
○著作権を法律と関連付けて理解し，不
正な使用は違法行為であることを認識す
るとともに，適切な手続きを経て使用す
ることができる。

○コンピュータやインターネットなどの
長時間の利用が心身の健康に影響を及ぼ
すことを知り，正しい使い方ができる。

○インターネットや携帯電話を長時間利
用した場合の生活や心身に与える影響を
考え，適切な使い方ができる。

○インターネットや携帯電話の長時間の
使用が生活や心身に与える影響を考え，
節度ある使い方を主体的に行うことがで
きる。

○個人情報にはどのようなものがあるか
理解する。
○不特定多数の人に個人情報を知られる
ことによって，危険な目にあったり，人
に迷惑をかけたりすることを知る。

○個人情報の保護の重要性と個人の責任
について理解する。
○流出した個人情報は取り返すことがで
きないことを理解し，流出を防ぐ基本的
方策を知る。

○個人情報の保護の重要性を法律や人権
と関連付けて理解する。

○個人情報を守る具体的方策を知るとと
もに，流出があった場合の対処法を理解
する。

○コンピュータウイルスの存在とその危
険性を知る。

○コンピュータのIDとパスワードは家の
鍵などと同じく重要なものであることを
知る。

○コンピュータウイルスのもたらす影響
と感染しないための方策を知る。
○IDやパスワードの重要性を理解し，他
人に知られないようする方策について考
える。

○コンピュータウイルス対策の具体的方
策を理解するとともに，感染した場合に
正しく対処することができる。

○IDやパスワードが漏洩した場合の具体
的対処法を理解するとともに他人のID，
パスワードを不正に使用しない。

○インターネット上には詐欺などの犯罪
や害になるWebページがあることを知
り，危険なWebページは見ないようにす
ることができる。
○インターネットやメールをしていて
困ったときは，先生や保護者に相談す
る。

○インターネット上の犯罪について概要
を知り，ネットショッピングなどに興味
本位で参加してはいけないことを理解す
る。
○携帯電話などの情報機器は，使っては
いけない場所があることを理解する。

○ネットショッピングやネットオーク
ションの利用に伴う詐欺などの危険性を
理解し，トラブルに巻き込まれそうなと
きは，先生や保護者に相談するなどの対
処法を知る。

○携帯電話などの情報機器の使用に際し
ては，回りの状況や場所などに十分配慮
することができる。

 4ﾍﾟｰｼﾞ　「メールを受け取った人の表情を
             想像できますか」

 11ﾍﾟｰｼﾞ　「個人情報の保護」

 27ﾍﾟｰｼﾞ　「知ってる？個人情報保護法」

 31ﾍﾟｰｼﾞ　「スパイウェアに気をつけよう」

 19ﾍﾟｰｼﾞ　「知的財産権」

 24ﾍﾟｰｼﾞ　「インターネット依存症」

 6ﾍﾟｰｼﾞ　「インターネットゲームやチャット，
             メールに潜む恐怖」

 9ﾍﾟｰｼﾞ　「STOP THE ケータイ依存症」

 15ﾍﾟｰｼﾞ　「気をつけよう！
               自分勝手なケータイ利用」

 33ﾍﾟｰｼﾞ　「フィッシング詐欺にご用心」
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学習コンテンツ利用の手引き

： メールを受け取った人の表情を想像できますかコンテンツタイトル

：中学生対象

：たとえ友人であっても、相手のことを考えずに自分の言いたいことを書いていねらい

いわけではないこと、相手の顔が見えないのだから、感情までは上手に伝わらな

いので、誰に対しても乱暴な言葉、きたない言葉、相手をののしるような言葉は

使わないようにすることを身につける。

学習展開事例：

生徒の学習活動 指導上の留意点

導 ・国民や中学生におけるメールの利用率や携

入 帯の利用率について質問する。 ・事前に資料を用意してもよい

・アンケート結果を知る。

展 メールを受け取った人の表情を想像できますか

開

・サーバー内の受信フォルダを開く

・コンテンツを一通り見る。

・感想を記入し発表する

・どのような表情に相手がなるだろうかを意 ・相手の気持ちを想像できるかど

識し、メールのやりとりの場面を考える。 うかが本時の大切であることをお

予想される生徒の活動 さえる。

○記入できない →だれか、具体的な人にメールを

送る場面を想像してみよう。

○具体的なセリフを想像できない →メール文を箇条書きでよいので

記入する。

・メール内容について発表する ・良い場面か、まねしてはいけな

発表方法 メールを送る人 送る時間 い場面かを生徒に判断させる。、 、

どんな内容か、それを 「私が考えたメールを送る場面は

受け取った相手の表情・感情 ・・・・で、相手は・・・な気持

がどのようになると思うか ちになると思います 」と発表後。

以上の４点を発表する。 し、善し悪しの判断をクラスメイ

トに聞く。挙手で判断させても良

い。

ま ・世の中の事件では、相手の気持ちを想像で ・想像する力をつけて、メール送

と きない人、または、それを尊重できず、我を 信時だけでなく、自分の生活面で

め 通す人が事件を起こしている事を知る。 もいかせるようになってほしいこ

とを伝える。
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学習コンテンツの解説

：ホームページビルダーを使ったコンテンツを見る。コンテンツ利用方法

環境はインターネットがみれる機器があればよい。

： メールのやりとりをする場面から、どのような事に気をつければよコンテンツ内容

いのか考える。

漫画のセリフ

あきこ

「おもしろいテレビもないし、今日もヒマだなー」

「何かおもしろいこと無いかなー」

「そうだ、最近Ｌさんとしゃべってないから、久しぶりにメールしよう」

「そういえば、こないだ、市内の大会でさちこさんが・・・したって誰か言ってたなぁ」

「その話題から会話しよう」

送信者：あきこ

件 名：今何してる？

ねぇ こないだの大会で試合途中にこけてたでしょ あのせいで負けたんじゃない？、 。

しっかりやらなきゃ！！

さちこ

「あれ、あきこからメールが来ている」

・・・・・・・

「 。 、 」なにこれー なんにも知らないのに 何でこんな人が傷つくことを言ってくるのよ！！

「あったまにきた。自分も失敗することぐらいあるでしょうに 」。

「あきこの失敗を、いろんな人に言ってやろう 」。

その後、彼女たちは・・
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学習コンテンツ 利用の手引き 
 
 

コンテンツタイトル  「インターネットゲームやチャット、メールに潜む恐怖」 
 
対象学年  中学生 
 
学習のねらい 

・ 携帯電話やコンピュータを使用する上でネット上のコミュニケーションは、互いをよく知らず行われるこ

とから、トラブルに巻き込まれることがあることを知る。 
・ 子ども向けサイトであっても危険性を伴うことを知る。 
・ 想定されるトラブルを他のケースから提示する。 

 
学校で指導する際の学習展開例 
 生徒の学習活動とスライド等の番号 指導上の留意点 
導

入 
・事前アンケート（別紙）を行う。 
（「リアルタイムアンケート」理科ソフト開発委員

会 http://hp.vector.co.jp/authors/VA007873/ を使

用しても良い） 
・その結果を全員で共有する。 

・前時に、行いまとめておき、クラスの傾向を知って

おくことによって、重点個所を想定すればよい。 

展

開 
・start.html～3_3.html で、インターネットゲー

ムの危険性を個人学習する。 
・一斉授業でなぜ危険なのか考え話し合う。 
・4_0.html～4_2.html で、メールやチャットの危

険性を個人学習する。 
・一斉授業でなぜ危険なのか考え話し合う。 

・3_1～3_3.html について、教師サイドから再確認し

ながら、トラブルを避けるためにはどうすればよいか

を話し合わせる。 
・4_1～4_2.html について、教師サイドから再確認し

ながら、トラブルを避けるためにはどうすればよいか

を話し合わせる。 
ま

と

め 

・5_0.html を使い、トラブルに巻き込まれない方

法を確認する。 
 

コンテンツ利用に必要な環境     Web ページを見ることができること 
 
「リアルタイムアンケートの使用方法」※教師パソコンにフォルダー毎保存・共有しておく。 
０ 先生用集計プログラムを起動して。「ｱﾝｹｰﾄ.txt」を読み込み、準備をしておく。 
１ 生徒たちに「ｱﾝｹｰﾄ.exe」を起動させる。 
 「出席番号」を入力させる。（番号が重ならないように注意） 
２ 「つぎへ」をクリックして、アンケートをしてグラフを表示させる。 
※「集計中断」をクリックすると、集計が中断します。 
※「％」をクリックするとパーセントの棒グラフを表示します。 
３ 「つぎへ」をクリックして、アンケートを続ける。 
４ アンケートが全部終わったら、「アンケート」→「終了」をクリックする。アンケート結果（生徒が選んだ

項目）は Kiroku.csv に保存されます。
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学習コンテンツの解説 
 Start Page 

 1_1 Page 
メディア環境などに関するアンケート 
自分専用の携帯またはパソコンを持っていますか。 

 1_2_2 Page 
２．携帯電話またはパソコンでメールやインターネットを１

日どのくらい使いますか。 

① 全く使わない 
1_2_1 Page 
全く使わない生徒に 
ネットゲームやメール・チャ

ットでいろんな人と仲良くな

れることを知っていますか。 

② 1 時間以内・③ 1 時間以上 
メールやネットを通して知ら

ない人と仲良くなったことが

ありますか 

① 知らない ② ない 
2_1 Page 
ネットゲーム 豆知識 

① 知っている ① ある 
2_2 Page 
 

① インターネットサイトは安全？ 
3_1_1 Page       3_1_2 Page 

 

ネットトラブル 
事例① ネットゲームによるトラブル 
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3_2_1 Page       3_2_2 Page 

 
ネットトラブル 
事例② 占いサイトによるトラブル 

② メールやチャットは安全？の学習に入る前に 
4_1 Page 

3_1～3_3 Page から、簡

単に相手を信じることに

よるトラブルがありうる

ことを考えさせる。 
 
メールやチャットでのト

ラブルに生徒が進まない 
3_3_1 Page       3_3_2 Page 

 

ネットトラブル 
事例③ ファンクラブ入会に関するトラブル 
 
2_2 Page に戻る 

ように STOP をかける。 
次に進む   → パスワード「9999」 
 
何がトラブルの原因なのか 
そして、どうすればトラブルに巻き込まれないのか

をみんなで話し合う 

 4_1 Page 
「なりすましメール」によるトラブル 
 

 4_2 Page 
「なりすまし」によるトラブル 
 
4_1～4_2 Pageについて 
どうすればトラブルに巻き込まれないのかをみんな

で話し合う 
次に進む   → パスワード「1111」 

 End Page 
 
トラブルにあわないためには、どうするかを話し合っ

た結果から指導する。 
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学習コンテンツ 利用の手引き 
コンテンツタイトル  ＳＴＯＰ ＴＨＥ ケータイ依存症 
 
対象学年  中学校 
 
学習のねらい 

・携帯電話が生活や心身に与える影響を考え、適切な使い方ができる。 
 
学校で指導する場合の学習展開例 
 
 生徒の学習活動とスライドなどの番号 指導上の留意点 
導入 
 
 

○スライド１～１９ 
 ・携帯電話の使用に対するアンケートに

答える。その中で自分がどれだけ携帯電

話に依存しているかを考えさせる。 
 
 

・今日の学習にねらいについて知ら

せる。 
・一人一人がアンケートに答えたあ

とで表示された場面について、全体

にアンケートをとり､生徒一人一人

の状況を確認する。 
 

展開 ○スライド２０～２３ 
 ・アンケートで答えた１つ１つのスライ

ドについて、問題点を話し合い、携帯電

話の使用について適切な使い方を考え

る。 
 

・１つ１つの事例について問題点を

あげ、携帯電話のより良い利用法に

ついて話し合い、教師がスクリーン

上に話し合いの要点を写す。 
 
 

まとめ ○スライド２４ 
 ・携帯電話は便利であるが、生活や心身

に悪影響を与える場合があり、適切な使

い方を心がけることや、相手に対して配

慮することが大切であることを知る。 
 

・生徒に自分なりのまとめを書かせ

た上で、多様な意見を出させ、教師

が補足説明をし、まとめる。 
 

 
 
コンテンツ利用に必要な環境 
 提示用パソコン，パワーポイント，スクリーン 
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学習コンテンツの解説 
・ねらい 
  携帯電話が普及し、従来では考えられないくらい便利に、頻繁にコミュニケーション

が取れるようにしてくれる道具となった反面、想定していなかったコミュニケーション

トラブルも発生している。また、ケータイを持っていないと不安になるケータイ依存症

と言うべき事態が進行している。 
  そこで生徒には、携帯電話が生活や心身に与える影響を考え、適切な使い方を心がけ

る態度を育てたい。 

 

スライド １ 
· 本時の学習について知らせる。 

アンケート①

あなたは携帯電話を
持っていますか？

 

スライド ２～１６ 
· アンケートに答える。 
· YES または NO をクリックすると、次の質問が

表示される。                         

アンケート結果

あなたはすでに

ケータイ依存症の疑い

があります…。

 

スライド１７～１９ 
· アンケートの回答によって、アンケート結果が

表示される。 
※生徒用はここまで 

アンケート① 解説

あなたは携帯電話を
持っていますか？

携帯電話には、

①電話 ②メール ③インターネット

④カメラ ⑤辞書や計算機 ⑥アラーム …
などたくさんの機能があり、非常に便利です。

 

スライド２０～２３ 
· １つ１つの事例について問題点を話し合う。 
· スライド２０では、携帯電話の良い点について

話し合う。 
· スライド２１～２３では、携帯電話のより良い

利用法について、考え、問題点を出し合う。 

まとめ

①携帯電話は便利であるが、生活や心身に悪

影響を与える場合があり、適切な使い方を心
がけなければならない。

②携帯電話の利用においても、コミュニケー
ションの相手のことを考えて配慮することが

大切である。

 

スライド２４（まとめ） 
· 携帯電話は便利であるが、生活や心身に悪影響

を与える場合があり、適切な使い方を心がけな

ければならない。 
· 携帯電話の利用においても、コミュニケーショ

ンの相手のことを考えて配慮することが大切で

ある。 
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学習コンテンツ 利用の手引き

１．題材名 情報化社会を生きる 「個人情報の保護」

２．対 象 中学生

３．題材の目標

・個人情報の保護の重要性と個人の責任について理解する。

・流出した個人情報は、取り返すことができないことを理解し、流失を防ぐ基本的

な方策を知る。

４．学習展開例

学 習 活 動 指導上の留意点

○個人情報にはどのようなものがあるかを ○個人情報にはどのようなものがある

確認する。 かを発表させ、板書する。

導 ・年齢

・住所 ○子どもたちが、ホームページ内の質

・電話番号 問に答えてよいのかどうか迷い始めた

入 ・Ｅメールアドレス など 場面、あるいは答え終わった場面で、

話し合いをもつようにする。

○フィッシング詐欺の例を見る。

・スライドの太朗君の行動を見て、この ・生徒に考えさせ発表させる。

後太郎君の身に起こることを考える。

（スライド１～１２）展

・この後の太朗君の身に起こったことを ・スライドの事例なども含め、漏れた

見る。 個人情報から起こる具体的被害につい（スライド１３～１５）

て追加説明する （カード番号、など）。

・なぜこの様なことになったのかを考え ・生徒に考えさせ発表させる。

（スライド１６）る。

開 ○フィッシング詐欺による情報漏洩の仕組 ○生徒たちにフィッシング詐欺の手口

みを知る。 と個人情報漏洩の怖さを知らせる。（スライド１７・１８）

○このような詐欺に引っかからないために ○困ったときは、親・先生に尋ねるこ

太朗君はどうすれば良かったかを知る。 との大切さを知らせる。

（スライド１９～２２）

○個人情報を伝えるときは、十分に注意が ○インターネット利用の際、情報など

必要であることを知る。 について自分で責任をとらなければな

らないことがあることを知らせる。

ま ○今日の授業の感想を発表する。 ○生徒の発表の中から個人情報の保護

と の重要性と自分たちの対応について確

め 認させる。
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学習コンテンツの解説

個人情報の流出ということについては、みんな「気をつけなければならないこと」というこ

とが分かっているが。それでも悪意のあるメールや ページで安易に個人情報を漏らしてWeb
しまい危険な目にあうことが増えてきている。

このコンテンツでは、フイッシング詐欺にあった太朗君を例に挙げ、インターネットを利用

した安易な個人情報の入力の怖さを知らせ、安全な使い方を理解させたい。

1スライド

「タイトル」

これから、個人情報の学習をします。

スライド２

太朗君はゲームが好きで学校から帰るといつもコンピュ

ータに向かいます。

スライド３

お母さんは、太朗君が帰ったときに、テレビを見ていま

した。テレビでは 「フィッシング詐欺」のニュースをし、

ており、太朗君のことを心配しながら見ていました。

スライド４

太朗君は、コンピュータに向かって、インターネットに

接続してオンラインゲームを始めようとしています。

スライド５

太朗君がメールを開いたら、オンラインゲームの会社か

らメールが来ていました。でも何かおかしいのですが太朗

君はそのメールを開いてしまいます。

「実は、このメールは偽メールで、太朗君をだまそうとし

ているメールです 」。
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スライド６・７

フィッシング詐欺の常套手段で、おいしい話で太朗君は

偽 に誘導されてしまいます。Web

スライド８・９・１０

、 、偽 に誘導された太朗君は おいしい話にだまされWeb
そこにある指示通りに進んでしまいます。

スライド１１

の指示通り、個人情報を入力して 「送信」をしてWeb 、

しまいました。

スライド１２

今までのスライドを見て個人情報を第 者に送る怖さや3
悪意の第 者に送った場合の身の危険について考えさせ3
る。

スライド１３

太朗君がパスワードを盗まれ、パスワードを変えられて

ログインできなくなってしまいました。

スライド１４・１５

更に数日後、ゲーム会社から高額な請求書が送られてき

ました。
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スライド１６

スライド１３～１５のようになった理由を考えさせ

る。

スライド１７・１８

フィッシング詐欺についての説明

スライド１９

偽メールが来たときの対処についての例を見せる

スライド２０・２１

ここでは、太朗君が母親に相談をして、テレビでニ

ュースを見ていた母親が太朗君にアドバイスをする。

このように自分で判断せずに、大人に相談をするよ

うにする。

スライド２２

フィッシング詐欺らしきメールなどが来たら大人の

、 。人と相談するなどし 関係機関に問い合わせると良い
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学習コンテンツ 利用の手引き

コンテンツタイトル 気をつけよう！自分勝手なケータイ利用

対象学年 中学生

学習のねらい ・携帯電話などの情報機器は、使ってはいけない場所があることを理解する。

・マナー違反が及ぼす重大な問題について考えを深めることができる。

学校で指導する際の学習展開例

生徒の学習活動とスライド等の番号 指導上の留意点

・携帯電話の所有状況を確認する。 ・挙手により確認する。または、事前にとっ

導 たアンケートの結果を伝える。

入 ・携帯電話でできることについて話し

合う （光の部分）。

・携帯電話にまつわる問題点について ・体験したこと、見聞きしたことなどを生徒

話し合う （影の部分） に発表させる。。

○スライド１～２

・携帯電話の使用が制限されている場 ・バスや電車、航空機などの乗り物や病院、

所について考える。 コンサート会場など、必要に応じてヒントを

出しながら生徒に発表させる。

展 ○スライド３～６

開 ・制限されている理由について話し合 ・機器への影響について押さえ、ペースメー

う。 カーの問題などについてもふれる。

・他者への影響（マナー）について深く考え

させたい。

○スライド７～９

・ながら運転、ながら歩行について考 ・事故につながる危険性を理解させる。

える。

ま ○スライド１０

と ・まとめの解説スライドを読み、マナ ・一人ひとりの意識の向上が大切であるとい

め ーやルールについて確認する。 うことを理解させる。

・学習を振り返り、感想を出し合う。 ・ワークシートに感想などを書かせ、まとめ

とする。

コンテンツ利用に必要な環境

掲示用パソコン（ 以上 、 、プロジェクター、Windows XP Microsoft Office PowerPoint2003）

スクリーン
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学習コンテンツの解説

昨今、携帯電話に関わって様々な問題点が指摘されているように思われる。しかし、ともす

れば、メールによるいじめや著作権、個人情報に関わる問題といった部分ばかりが取り上げら

れがちではないだろうか。この学習コンテンツは、携帯電話を持つ上でまず最初に身につけて

ほしいマナーについて取り上げている。携帯電話を持ち始めた、あるいは、間もなく持つであ

ろう児童、生徒向けの学習コンテンツである。

携帯電話は非常に便利な情報機器ではあるが、使ってはいけない時と場所があることを理解

させたい。乗り物の中や人混みでの利用や、ながら運転、ながら歩行など悪気はないがついや

ってしまいがちな使い方が、実は周りの人に迷惑をかけたり、大きな事故につながりかねない

危険な使い方であるということに気づかせたい。

スライド２

・ 携帯電話の使用が制限されている場所って、どこだ「

ろう 」。

※必要に応じてヒントを与えながら、生徒の発言を引き

出すようにする。

スライド３

・ どうして電車やバスなど公共の乗り物の中では制限「

されているのだろう 」。

※静かな教室の中で着信音を鳴らしたり、通話をしてい

るまねをしてみたりすると良い。

スライド４

・ どうして航空機の中では制限されているのだろう 」「 。

※携帯電話が発する電磁波がＴＶやラジオなどの機器に

及ぼす影響（画面がちらつくなど）を見せると良い。
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スライド５

・ どうしてコンサート会場や映画館などでは制限され「

ているのだろう 」。

※静かな中でマナーモードのバイブレータを働かせてみ

ても良い。

スライド６

・ どうして病院の中では制限されているのだろう 」「 。

※ペースメーカーについて簡単に触れる。

※病院では患者の生命に関わるかもしれないということ

を理解させる。

スライド７

・ 自転車に乗りながらメールをしている生徒がいます。「

この後どんな危険が予想されるでしょう 」。

※非常に危険な行為でありながら、意外とよく見かける

光景であることに気づかせたい。

スライド８

・自分自身が危険と言うだけでなく、相手にも迷惑をか

けるということや、相手にけがをさせたりする場合も

あるということに気づかせる。

※実際にあった事故について紹介しても良い。
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スライド９

・片手運転でしかも前方不注意。いかに危険な状態かを

想像させたい。

※法律（道路交通法）に違反しているということを押さ

える。

スライド１０

・一つ一つの状況について確認する。

・ワークシートの穴埋め問題に挑戦させ、感想を書いて

まとめとする。

参考文献等

Ｗｅｂサイト『情報モラル研修教材２００３』( )http://sweb.nctd.go.jp/2003/index.htm
［監 修］ 文部科学省初等中等教育局

独立行政法人 教員研修センター

［制 作］ 株式会社 創育

［著作権］ 独立行政法人 教員研修センター

『情報モラル研修教材２００５』( )http://sweb.nctd.go.jp/2005/index.htm
［監 修］ 文部科学省初等中等教育局

独立行政法人 教員研修センター

［制 作］ 株式会社 エフ・シー・マネジメント

［著作権］ 独立行政法人 教員研修センター
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学習コンテンツ 利用の手引き 
コンテンツタイトル  知的財産権 
 
対象         高校生 
 
学習のねらい     知的財産権の歴史、内容、必要性を理解する 
 
学校で指導する際の学習展開例 

 生徒の学習活動とスライド等の番号 指導上の留意点 

導 

入 

○スライド１～３ 
学習内容の全体像を把握する 

・事前に、知識や意識に関するアンケート

を実施し、身近な問題であるという意識を

持たせるよう配慮する。 

○ スライド４～６ 
産業財産権の概要 
○ スライド７～１２ 
日本における特許法の歴史 
 
 
 
○スライド１３～２２ 
産業財産権が社会に与えた影響 

・著作権との相違点を明確にする 
 
・特許に関する法律以前の権利の守り方に

ついて説明することで、権利を守る視点が

江戸時代にも存在したことを明確にする 
・日本における特許権や実用新案権の必要

性について強調する 
・1 つの発明が、その地域や企業を長きに

渡って発展させること、知的創造サイクル

の大切さを意識させる 
展 

 
 

開 
○スライド２３～３０ 
著作権の概要 
 
 
 
 
○スライド３１～３８ 
著作権クイズ 

・誰もが持つ権利であることを明確にする 
・「○○してはダメ」に終始するのではな

く、無断で行なうことに問題があることを

理解させる 
・著作権に含まれるさまざまな権利の必要

性について、考えさせながら説明する。 
・さまざまな行為が、どのような権利の侵

害になるのかを考えさせながら説明する。 
・条文を通して、各権利の内容を明確にす

る 

ま
と
め 

・学習したことを、今後の自分にどのよう

に生かしていくかについて考える 
・学習で感じたことを数名の生徒に発表さ

せ、共通認識をもたせる 

コンテンツに必要な環境 
  掲示用パソコン、Power Point、プロジェクタ、スクリーン学習コンテンツの解説 
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学習コンテンツの解説 
 
著作権の授業は、「○○はダメ」のように、べからず集的な授業になることが多い。そのような

授業では、生徒には「著作権は難しい」「煩わしい」という思いばかりが募り、権利を守ろうとす

る意識は育たないのではないかと考える。そこで、著作権は知的財産権の一つであることを踏ま

え、知的財産権を保護することの必要性を強調する中で、著作権を守ることの必要性を、意識さ

せたい。その際、独立行政法人工業所有権情報・研修館発行「特許から見た産業発展史」を用い

て、産業財産権について学習しておくとよい。 
また、プレゼンテーションファイルは、「産業財産権の概要」「日本における特許法の歴史」「産

業財産権が社会に与えた影響」「著作権の概要」「著作権クイズ」に分かれているので、授業展開

に合わせて、必要に応じて、部分的に使用するとよい。 
 

スライド 1 

知的財産権

 
タイトル 

スライド２ 

特許，著作権……といっ
た言葉を聞いたことはあ
ると思いますが，それは
いったいどんな意味を
持つのでしょう。また，な
ぜ注目されているので
しょう。一緒に考えてみ

ましょう。

 
学習内容の紹介 

スライド３ 

産業財産権の概要産業財産権の概要

日本における特許法の歴史日本における特許法の歴史

産業財産権が社会に与えた影響産業財産権が社会に与えた影響

著作権の概要著作権の概要

著作権クイズ著作権クイズ

終了終了

 
メニュー画面 

スライド４ 

知的財産権を分類すると

知的財産権

知的創造物についての権利

営業標識についての権利

商標権

特許権

意匠権

実用新案権

著作権

これを，権利の発生の仕方で分けてみると

 

知的財産権の分類 

スライド５ 

知的財産権

産業財産権(許諾申請が必要)

著作権(申請不要 死後50年)

著作者の権利

特許権（20年）

意匠権（20年）

実用新案権（10年）

商標権（10年更新可能）

著作隣接権

著作権(財産権)

著作者人格権

次に産業財産権について詳しく見てみましょう

 
知的財産権における、産業財産

権の位置づけの確認 

スライド６ 

名称 内容

特許権
技術的に高度で、産業上有用な発明に対する
権利

実用新案権
物品の形状・構造・組合せに関する考案(小発
明)に対する権利

意匠権
物品の形状・模様・色彩など、ものの外観として
のデザインに関する権利

商標権
表品やサービスの際使用する文字・図形・記号
などに関する権利

 

産業財産権の概要 
スライドをクリックすると、ス

ライド３へジャンプ 
スライド７ 

現在では，整備されてい
る産業財産権ですが，
日本ではどのように整
備がされてきたのか，そ
の歴史を見てみましょう。

 
産業財産権確立の歴史への導

入 

スライド８ 

特許を知る前の日本

株仲間
幕府の許可を得て結成した同業者組合

専売特権を持ち，株を持たなければ，技術や
商品を扱うことができなかった

藩の保護
赤穂藩は，製塩技術を藩内に留め置くことで，
技術を保護した。

同業組合
の結成

野田醤油は，高品質な醤油生産のための技術
と，ブランドイメージを保つために，組合を結成

 
江戸時代における、権利を守る

しくみの説明 

スライド 9 

日本初の特許法

専売略規則(1871年)

新しい発明
海外の発明の日本への導入

これらの利益を守るために，法整備の必要性に迫られた

特許の審査ができる人材の確保ができなかった
海外から専門家を招聘するには，お金がなかった
これらの理由から1年で執行停止となった

 
日本における特許法の必要性 
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スライド 10 

知的財産権に関する法律がなかった
ための弊害

がうんときむね

臥雲辰致

綿製品が大量に輸入されていた

外国に負けない糸を作るため，ガラ紡績機を発明

第１回内国勧業博覧会で鳳紋報償牌授与

人々の注目を集め，多くの模倣品が出回る

貧窮にあえぎ，一生を終える

ヘボン博士
７年かけて執筆し，日本初の本格的和英・英和辞典
「和英語林集成」を完成(※1)

辞典のコピーが大量に出回る

偽ブランドや模倣品など，粗悪な商品が数多く出回る

多くの分野で，商品の品質や技術の管理ができなくなろうとしていた
技術水準が低い中模倣したため，製造者の技術が向上しなかった
商工業のモラルが低下した

粗悪品や模倣品による品質低下のため，重要輸出産業品の価格が暴落した

 
知的財産権がなかったことに

よる弊害の紹介 

スライド 11 

法律の整備
不平等条約改正のためにも法整備が必要

商標権 1884年 商標条例

特許権 1885年 専売特許条例

意匠権 1887年 意匠条例

世界初の特許法 1474年ベネチア共和国 発明者条例

実用新案権 1905年 実用新案法

著作権 1905年 著作権法

ベルヌ条約(文学的および美術的著作物に関する条約)加盟 1905年

パリ条約（工業所有権の保護に関する条約）加盟 1899年

 
法整備の歴史 

スライド 12 

 
法整備の必要性のまとめ 
スライドをクリックすると、ス

ライド３へジャンプ 
スライド 13 

このように整備された産
業財産権の結果，産業
や社会はどのように発

展したのでしょう。

 
産業財産権が社会に与えた影

響の導入 

スライド 14 

産業財産権保護による発展(高林謙三)

高林謙三(1831～1901)が製茶再煤器械を開発

埼玉県狭山・静岡で技術導入

現在，狭山・静岡はお茶の名産地

 
高林謙三による、製茶再煤器械

の発明 

スライド 15 

産業財産権保護による発展(早川徳次)

1915年 シャープペンシルを開発

1920年 実用新案取得

1926年 アメリカで特許取得

現在は シャープ(株) として発展

 
早川徳治による、シャープペン

シルの発明 
スライド 16 

産業財産権保護による発展(松下幸之助)

二股ソケット 実用新案取得

現在は 松下電器産業(株) として発展

発明・考案で得た利潤で，新たな発明・考案を行い
発展させた

 
松下幸之助による、二股ソケッ

トの発明 

スライド 17 

産業財産権保護による発展(高峰譲吉)

1894年 タカジアスターゼ(消化剤)を製造・特許取得

アドレナリンの純粋分離成功・特許取得

1913年 「国民科学研究所」設立を提唱

 

高峰譲吉による、タカジアスタ

ーゼの特許取得 

スライド 18 

産業財産権保護による発展(理化学研究所)

1917年 日本独自の発明・発見や技術開発を行うた
めに設立

アドソール(空気乾燥剤)・ビタミンＡ・ビタミンＢ・
ネオトン殺虫剤・コランダム砂布・陽画感光紙・
合成酒・ピストンリング等の発明・製品化

1936年 設立19年で63社，121工場に拡大

 

理化学研究所における発展の

概要 
スライド 19 

産業財産権保護による発展(ナイロン)
1935年 デュポン社(米)がナイロンを開発

1951年 東洋レーヨンが，ナイロンの特許実施権取得
ライセンス料 頭金300万ドル＋売上高の3％

3～4年で，ライセンス料の回収

 
デュポン社によるナイロンの

発明 

スライド 20 

産業財産権保護による発展(トランジスタ)

1948年 ベル研究所(米)がトランジスタを開発

トランジスタラジオの開発

1952年 東京通信工業が，特許実施権取得

江崎玲於奈が，エサキダイオードを開発

江崎玲於奈が，トンネル効果理論でノーベル賞受賞

 
ベル研究所によるトランジス

タの発明 

スライド 21 

産業財産権保護による発展(即席麺)

1958年 安藤百福がチキンラーメンを開発

技術契約をした企業に対して特許の実施を認める

製造法に関する特許を取得

より多くの企業が参画し，切磋琢磨することで，製品
の品質向上，市場拡大，日本の産業育成をめざす

カップヌードルの発明

 
安藤百福によるチキンラーメ

ンの開発 
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スライド 22 

 
産業財産権が社会に与えた影

響のエンディング 
スライドをクリックすると、ス

ライド３へジャンプ 

スライド 23 

これまでは，知的財産権の
うち，産業財産権について
みてきました。次に，特許権
について調べてみましょう。

知的財産権

産業財産権(許諾申請が必要)

著作権(申請不要 死後50年)

著作者の権利

特許権・実用新案権・
意匠権・商標権

著作隣接権

著作権(財産権)

著作者人格権

 
知的財産権における、特許権の

位置づけの確認 

スライド 24 

特許権は，大きく分ける
と，著作者が持つ財産
に関する著作権，著作
者の人格に関わる著作
者人格権，著作物を広
げるために貢献した人
が持つ著作隣接権の３
つに分けられます。これ
を細かく見ていくと……

 
特許権の学習への導入 

スライド 25 

著作権(抜粋)

貸与権

送信可能化権

録音権・録画権

同一性保持権

氏名表示権

公表権

翻訳権・翻案権

譲渡権・貸与権

頒布権

展示権

口述権

公衆送信権

上演・演奏・上映権

複製権

実演家・レコード製作者が，Ｗｅｂページ等
で自動的に送信できる状態にしたり，貸与
する権利

実演家が録音・録画する権利

内容等を，意に反して改変されない権利

公表の際，氏名を表示するか等の権利

公表するか，しないかを決める権利

翻訳・編曲・変形・つくりかえる権利

映画以外の著作物を譲渡・貸与する権利

映画の著作物を頒布する権利

美術の著作物を展示する権利

言語の著作物を口述する権利

通信などにより，公衆に送信する権利

公に上演・演奏・上映する権利

複製する権利

著作隣接権

(著作物の伝

達者の権利)

著作者

人格権

著作権

（財産権）

著

作

者

の

権

利

著

作

権

 
著作権の内容の紹介 

スライド 26 

著作権

著作物を最初に創作した人に与えられる

すべての人に与えられる
(プロ・アマチュア，大人・子ども等を問わず)

出願・登録を必要とせず，創作時点で権利が発生する

 
著作権の特徴の説明 

スライド 27 

著作権(財産権)

一部or全部を譲渡や相続することができる

保護期間は，著作者の死後50年
(映画は，公表後70年)

無断で複製してはいけない複製権

公衆送信権 無断で通信等で，公衆に送信してはいけない

展示権 無断で美術作品を出展等してはいけない

翻訳権
翻案権

無断で翻訳・編曲・変形・つくりかえてはいけ
ない

著作者の財産的な利益を保護する権利

 
著作権(財産権)の説明 

スライド 28 

著作者人格権

譲渡や相続することができない

無断でコンクール等に応募しては
いけない

公表権

同一性保持権

著作者の人格的な利益を保護する権利

氏名表示権

無断でキャラクターの色を変えた
り，してはいけない

 
著作者人格権の説明 

スライド 29 

著作隣接権

譲渡や相続することができない

無断でコンサートの様子を録音・
録画してはいけない

録音権
録画権

実演家やCD作成者など，著作物を公衆に伝達する
人が有する権利

CDやDVDの作品を，無断で
webページに掲載してはいけない

送信可能化権

貸与権

 
著作者隣接権の説明 

スライド 30 

 

著作権の説明のエンディング 
スライドをクリックすると、ス

ライド３へジャンプ 
スライド 31 

次の行為は，それぞれどん
な権利の侵害につながるか考

えて下さい。

著作権に関する，これまで
の学習内容をクイズで確認し

てみましょう。

 

著作権クイズへの導入 

スライド 32 

複製権・頒布権
テレビで放送された映画を
ＤＶＤで録画して，配布

他人の著作物を無断で
Ｗｅｂページに公開

複製権・公衆送信権

掲載の許可を得た写真を
無断で加工してＷｅｂページ

に公開
翻案権・同一性保持権

購入したＣＤの音楽を自分の
ＷｅｂページのＢＧＭに利用

送信可能化権

これでクイズはおしまい
お疲れ様でした

各権利をクリックすると，
法律の条文を確認することができます

 
 

 
各行為が触れる権利について

の確認 
各権利をクリックすると、該当

する条文を確認できます。 
[これでクイズはおしまいお疲

れ様でした ]をクリックする

と、スライド３へジャンプ 
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スライド 33 

 
複製権に関する条文 

スライド 34 

 
頒布権に関する条文 

スライド 35 

 
公衆送信権に関する条文 

スライド 36 

 
翻案権に関する条文 

スライド 37 

 
同一性保持権に関する条文 

スライド 38 

 
送信可能可権に関する条文 

スライド 39 

以上で，知的財産権に
ついての授業は終わり。
今後は，知的財産権を
意識した行動を取ってく
れることを願っています。

 
プレゼンテーションのエンデ

ィング 

スライド 40 

参考文献等

• ※1明治学院大学ボランティアセンター
http://voluntee.meijigakuin.ac.jp/welcome/hepburn.html

• 社団法人コンピュータソフトウェア著作権協会
http://www2.accsjp.or.jp/

• 『特許から見た産業発展史』
独立行政法人 工業所有権情報・研修館

• 『最新情報Ｃ』 実教出版

• 『ケーススタディ 情報モラル』 第一学習社

 
参考文献の紹介 
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学習コンテンツ 利用の手引き 

 

コンテンツタイトル 心身と健康 ～ インターネット依存症 ～ 

対象学年  高等学校 

学習のねらい 「インターネット依存症」とはどういうものかを知り，事例研究を通して，

「インターネット依存症」にならないための姿勢を身につける。 

学校で指導する際の学習展開例 
  生徒の学習活動 指導上の留意点 

個
人 

（スライド１） 
プレアンケートを実行する。 

· ワークシート１「ネット依存症チェ

ックリスト」用紙に記入，点数（左

から１，２，３，４点）をつけても

らい，生徒の実態を把握する。 

導
入 

講
義 

（スライド２） 
インターネット依存症とはどのようなものか

を知る。 
 

· インターネット依存症とはどういう

ものかを定義し，具体例を挙げて説

明する。 

個
人
・
グ
ル
ー
プ 

（スライド３～７） 
事例を見て 
 どうしてこのようなことになったか？ 
 A 君にどのような変化が起こっている

か？ 
を，グループに分かれて考え，発表する。 

· 事例を説明する。 
· ワークシート２に，生徒おのおのが

考えたことを記入してもらい，それ

を持ち寄ってグループで話し合って

もらう。 
· 意見が出ないようなグループにはア

ドバイスを行う。 

講
義 

（スライド８・９） 
身体への影響を確認する。 

· 生徒の意見を踏まえながら，身体へ

の影響をまとめる。 

展
開 

グ
ル
ー
プ 

（スライド１０） 
インターネット依存症にならないためにはど

うしたらよいかをグループに分かれて考え，

発表する。 

· 先のまとめを踏まえて，考えさせる。 

ま
と
め 

講

義 
（スライド１１・１２） 
インターネット依存症にならないための対処

法を知る。 

· インターネット依存症にならないた

めの日々の心構えを確認させる。 
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学習コンテンツの解説 

 「インターネット依存症」とは，web の閲覧やメール，チャット，ネットゲームなどにはまり，連日

長時間行うことによって他人に迷惑をかけたり，社会生活に何らかの支障を生じさせる状態のことであ

る。飽きることなく楽しんでいるうちに段々とネットにはまってしまい，学校から自宅に帰っても，す

ぐに自分のパソコンに向かってインターネットを始めるという例が多くなってきている。 
 ここでは，事例を通して，「インターネット依存症」を知り，どのようにしてなってしまうのか・な

ってしまった場合の解決策・依存症にならないための方策を考えさせたい。 
コンテンツ利用に必要な環境 

提示用パソコン，プロジェクター，スクリーン 
スライド 2 

 

具体例として， 
YouTube 依存・オンラインゲーム（ネトゲ）依

存・チャット依存・携帯依存・メール依存・ネ

ットサーフィン依存・掲示板依存，が挙げて説

明する。 

スライド 3 
～ 

スライド 6 

 

· 次に事例を見た後，どうしてこうなったか

を考えてほしい旨を生徒に伝えた上で，事

例を紹介する。 
· それぞれのスライドに，インターネット依

存の症状が現れているので，注意しながら

説明する。 

スライド 7 

 

キーワード 
· 「ゲームに夢中になり，毎日夜遅くまで」 

→ 時間の感覚がなくなる。 
· 「集中できません」 → 睡眠不足からく

るイライラ感・ゲーム以外のことが考えら

れない。 
· 「遅刻欠席も多くなり」 → 睡眠不足・

昼夜逆転の生活が起こる。 
· 「一緒に遊ばない」 → 対人関係の崩

壊・コミュニケーション能力の低下。 
· 「自分の部屋に閉じこもる」 → 登校拒

否。 



 26 

スライド 8 
スライド 9 

 

· 心への影響と身体への影響を分けて説明を

する。 
· スライドにはいくつかの影響を提示してい

るが，前の生徒の意見も踏まえながらまと

めてほしい旨を伝える。 
 

ス ラ イ ド 
10 

 

· 心身への影響を踏まえて解決策を考えさせ

る。 
· 「時間を決めてパソコンを利用する」「家族

でパソコンや携帯を使用するルールを作

る」「友人を大切にする」といった解決策を

導き出したい。 

ス ラ イ ド 
11 

 

· 前の生徒の意見も踏まえながらまとめてほ

しい旨を伝える。 
· クラスの状況に応じて，電子メールはやめ

て普通の手紙やハガキを出す・家でインタ

ーネットをできないようにする・携帯電話

を使用しないようにする等の例を挙げても

よい。 

ス ラ イ ド 
12 

 

解決策およびネットワークの使いすぎは注意が

必要であること，を再確認しておきたい。また，

自己の問題であることも認識させる。 
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学習コンテンツ 利用の手引き 
コンテンツタイトル  知ってる？個人情報保護法 
学習のねらい  ・学校に関係の深い事例で、個人情報保護法に興味・関心を持ってもらう。 
   ・解説を読み、個人情報保護法についての理解を深める。 
   ・個人情報保護法を一通り学習した後の確認として知識を定着させる。 
教材の特徴 
・学校生活に関係の深い 10 の質問について Yes、No で答える形で学習が進行する。 
・質問画面から Yes、No の各画面へリンクが貼られており、必要な解説がなされる。 
・質問画面には、質問に関連した写真やイラストがあり親しみやすい画面構成になっている。 
・Yes、No の各画面には正解か不正解がすぐわかるようになっており、必要な解説が記載されている。 
・プロジェクタ等に投影しての学習、視力の弱い生徒に配慮して大きめのフォントを用いている。 

 
学校で指導する際の学習展開例（単元の最初の方で使う場合） 
 生徒の学習活動 指導上の留意点 
導

入 
・1 つ 1 つの質問について考えて Yes，

No を答え、自分の正解した数をカウン

トする。 
 
 
・正解数および他の生徒の挙手の様子を

見ながら自分の個人情報保護法に対す

る理解度を把握する。 

・個人情報に関する 10 の質問の 1 つ 1 つについて Yes，
No を全員に挙手させ、その人数を黒板に記入してか

ら選択肢をクリックする。この時、生徒機はロック状

態にして操作できないようにしておく。 
・全問正解～５問正解くらいまで、生徒に挙手させ、生

徒自身の個人情報保護法についての理解状態を確認

させる。 
 

展

開 
・個人情報保護法によって規定されてい

る業者の義務を調べる。 
・個人情報を公開した場合のメリットに

ついて生徒どうし話し合わせる。 
・個人情報を公開した場合のデメリット

について生徒どうし話し合わせる。 
・個人情報を公開し、それを適正に保つ

際の注意点について生徒どうし話し合

わせる。 

・個人情報保護法について解説されている Web ページ

を生徒に示し、これを参考にするよう指示する。 
・個人情報保護法は、情報の保護と活用のバランスを取

ることを目的としている。この法の趣旨が生徒に伝わ

るようにメリットとデメリットは分けて考えさせる。 
・個人情報を公開する際の注意点は語られる機会が多い

が、それを適正に保つには公開した個人の注意や努力

が欠かせない。この点について話し合いをするよう指

示する。 
ま

と

め 

・個人情報を公開するメリットとデメリ

ットをふまえて、どのように自分の個人

情報を管理するかを宿題としてレポート

にまとめる。 

・個人情報の公開の程度は、利便性とトレードオフの関

係にあることを告げ、どのくらいのバランスが良いか

について具体的にレポートをまとめるよう指示する。 

 
この展開例の他に、個人情報保護法を学習した後に、まとめとして使う方法や、生徒が自主的な学習

に使う場合も考えられる。短時間で使える教材なので、授業の目的や場面に応じてワンポイント的に使

用するとよい。 
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学習コンテンツの解説 
 
Q1 

 

Q1-Yes 

 

Q1-No 

 

Q2 

 

Q2-Yes 

 

Q2-No 

 

Q3 

 

Q3-Yes 

 

Q3-No 

 

Q4 

 

Q4-Yes 

 

Q4-No 
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Q6 
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Q7-Yes 
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Q8 

 

Q8-Yes 

 

Q8-No 

 



 30 

 

 

Q9 

 

Q9-Yes 

 

Q9-No 
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Q10-No 
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学習コンテンツ 利用の手引き 
コンテンツタイトル  スパイウエアに気をつけよう 
 
対象         高校生 
 
学習のねらい     スパイウエアの存在とその対処方法について知る。 
           インターネット上からの安易なソフトウエア利用を差し控える。 
 
学校で指導する際の学習展開例 
 

 生徒の学習活動とスライド等の番号 指導上の留意点 

導 

入 

○スライド１～９ 
・具体的な事例について、登場人物になっ

た気持ちで見る。 
・事例にあるＰＣの症状の原因は何である

かについて検討させる。 

・インターネットの仕組みと関連付けて、

どのような場面でどのような可能性が

あるかについて考えさせる。 

展 
開 

○スライド１０～１２ 
・スパイウエアとは何か、また、どんなこ

とを行うかについて知る。 
・それぞれの具体的な症状と、スパイウエ

アが行っていることやスパイウエアの

目的との関係について考える。 

○スライド１３～１７ 
・スパイウエアの種類を知るとともに、い

ろいろなマルウエア（不正ソフトウエ

ア）に関する情報を調べる。 
・スパイウエアとコンピュータウィルスと

の違いについて知る。 

○スライド１８～２１ 
・スパイウエアがどのような経路で侵入し

てくるのかについて知識を深める。 
・スパイウエアの駆除ソフトについて調べ

る。 
・スパイウエアの侵入を未然に防ぐ方法に

ついて調べる。 

・各々のパソコンの症状について、一つず

つ時間をかけて考えさせる。 
・それぞれの症状から、どのようなことが

読み取れるか、生徒の実態に応じて、ヒ

ントを与えながら説明していく。 
 
 
・インターネット等を活用して、ここで挙

げられている以外のスパイウエアやい

ろいろなマルウエア（不正ソフトウエ

ア）について調べさせ、最近の状況につ

いて理解させる。 
 
 
・インターネット等を活用して、スパイウ

エアの駆除や防止に関する情報を調べ

させる。時間的な余裕があれば、ワープ

ロの文書にまとめさせる。 
 

ま
と
め 

・学習したことを、今後の自分にどのよう

に生かしていくかについて考える。 
・学習で感じたことを数名の生徒に発表さ

せ、共通認識をもたせる。 

 
コンテンツに必要な環境 
  掲示用パソコン（Windows）、Microsoft Office Power Point 2003 

  プロジェクタ、スクリーン 
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学習コンテンツの解説 
 
初期の頃流行したコンピュータウィルスは、感染したＰＣにいたずらをしたり、ＰＣのデータ

を破壊したりするものであった。しかし、今日の脅威はもっと深刻化している。特定のサイトを

攻撃しサーバーをダウンするもの、金銭窃取を狙ったものなど、狡猾で悪質なものが増え、単に

ウィルスという範疇にとどまらない、多種多様の不正プログラム（いわゆるマルウエア）が横行

している。 
本コンテンツでは、それらの中からスパイウエアについて取り上げ、具体的な事例をもとに、

その危険性、対策法について学習し、セキュリティに対する意識の向上を目指したい。 
 
 
                  スライド９ 

 スパイウエアは、一般的にはインターネットからダウ

ンロードできるフリーウェアなどに多く含まれており、

インストールするとユーザの知らない間にＰＣに組み

込まれる。特に、インストール時にインターネットにア

クセスするものは危険性が高い。 

 

 

 
                  スライド１９ 

 スパイウエア対策ソフトの多くは、ブラウザ設定の変

化を検出する機能が提供されているので、それらの機能

を利用すると、早期に発見することができる。非常に複

雑な場合が多く、手動ではなく、ソフトウエアでの除去

が必要となる。 

 

 

 
                  スライド２０ 

 内容の３、４については、ＯＳ、ブラウザなどの修正

更新プログラムの導入やアップデート、ブラウザのゾー

ンやクッキー、制限サイトなどセキュリティの設定方法

などに関する知識が必要となる。また、パーソナルファ

イアーウォールソフトの利用も有効である。 
 

 

参考ＵＲＬ 「パソコンユーザのためのスパイウェア対策５箇条」 
http://www.ipa.go.jp/security/antivirus/spyware5kajyou.html 

 

原因は何だったのか

考えてみよう・・・

もしも、スパイウエアに侵入されたら・・・

　スパイウェア対策ソフトを利用し、スパイウェアを駆除
しよう。

最近では、市販のウィルス対策ソフトにも、スパイウェ
ア対策の機能がついてきているが、それでも不十分
な場合が多いので、専用のスパイウェア対策ソフトを
利用しよう。無料のものもあるので調べてみよう。

スパイウエアの対策法

１．スパイウェア対策ソフトを利用し、定期的な定義ファ
イルの更新とスパイウエア検査を行う。

２．怪しいＷｅｂサイトや不審なメールを開かない。

３．コンピュータを常に最新の状態にしておく。

４．コンピュータのセキュリティを強化する。
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学習コンテンツ 利用の手引き 
 
 
◆ コンテンツタイトル 「フィッシング詐欺」にご用心 

◆ 対象学年 高校生 

◆ 学習のねらい 

有名を装ってメールを送りつけ、偽のＷｅｂページに誘導した上でカード情報や暗証番号な

どのクレジットカードの番号などを騙し取るフィッシングという手口がある。どのようにフィ

ッシングが行われるのかを知り、フィッシング詐欺にあわないための姿勢を身につける。 

◆ 学習展開事例 

 生徒の学習活動 指導上の留意点 

導 

入 

・ クレジットカードについて説明する。 

・ 海外旅行での支払い 

・ 授業のねらいについて知らせる。 

 

展 

 

開 

・ イントラネット内のＷｅｂサーバに，アドレス

を提示してアクセスさせる。 

・ Ｗｅｂページのメール文を読む。示されたアク

セス先をクリックする。 

・ カード番号，暗証番号，個人情報を入力する。 

・ 集積されたデータベースを見る。 

・ フィッシング詐欺の手口と事例について解説す

る。 

 

・ プロジェクタースクリーンを利

用し，教材を提示する。 

・ カード情報などあらかじめ準備

しておく。 

 

 

・ スライドを提示する。 

 

 

ま

と

め 

・ フィッシング詐欺への対処について解説する。 

 

 

 

◆ コンテンツに必要な環境 

・クライアントサーバ方式のネットワーク環境，サーバソフトをインストールしても支障の出な

いＰＣ１台 

・ ＰＰＴ提示環境 
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◆ 学習の手引き 

１ クレジットカードの普及

 クレジットカードの利用できる加盟店で、商品の購
入に際しクレジットカードを提示すると、一旦、ク
レジットカード会社が加盟店への支払いを肩代わり
し、後でカードの使用者に請求する仕組みである。

 クレジットカード会社が、会員を信用 (credit) す
るという意味で「クレジット」と名付けられている。

 世界的に普及しており，支払いがスムーズに行える。

 ビザ，マスターカードなどが世界的に有名である。

 ネット売買でも代金決済に用いられている。

 

(1) クレジットカードの利便性について説明する 

  

(2) クレジットカード番号，住所，氏名などの情報があ

ればネット販売などで商品の購入が可能であるこ

とを説明する。 

 

２ フィッシング詐欺とは

フィッシング（ｐｈｉｓｈｉｎｇ）とは，金融
機関やオンラインショップなどからのＥメール
を装い，住所，氏名，クレジットカード番号，
暗証番号などの個人情報を入力させてそれらの
情報を入手し，詐取（さしゅ）する行為

フィッシングは「釣る」という意味のｆｉｓｈｉｎｇと，洗練されたという意味の

ｓｏｐｈｉｓｔｉｃａｔｅｄをあわせた造語

 

(3) この便利な仕組みを逆手に取ったフィッシング詐

欺という犯罪があることを説明する。 

 

３ フィッシング詐欺の手口

Ｗｅｂサイトや電子メールを偽装

 ニセのメールで，ニセのサイトに誘い込む

個人情報やクレジットカード番号を盗む

 ニセの入力フォームで情報を入力させる

個人情報を用いて

個人情報やクレジット番号で買い物

 

(4)  フィッシング詐欺の手口について解説する。 

(5)  フィッシング詐欺の手口を体験する。 

   ・擬似クレジットカードを配賦する 

・Ｗｅｂページにアクセスする 

（リンクを貼っておく） 

   ・メールを読む 

（届いたという想定のＷｅｂページを読む） 

   ・リンク先をクリックする（この時本当のアドレ

スが隠されていることを話す） 

   ・フィッシングサイトで入力する 

   ・個人情報が犯罪者のコンピュータに蓄積された

ことを確認する 

４ フィッシング対策

 個人情報は電子メールで返信しない

 電子メール中のリンクはクリックしない

 電子メールに記載されたＷｅｂサイトのアドレスは
直接入力する

 フィッシング詐欺の事例を知っておく

 フィッシング対策協議会

http://www.antiphishing.jp/home.html

 

(6) フィッシング詐欺への対処を説明する。 

 

 

 
 
 
 



３　各段階における指導項目の達成目標

指導項目
小学校低学年
（１～２年）

小学校中学年及び高
学年（３～６年）

中学校 高等学校

①情報の受信・発
信とコミュニケー
ション

○あいさつや礼儀正しく
するなど，コミュニケー
ション上の基本的なマ
ナーを身に付けている。
○コンピュータやイン
ターネット上にあるもの
は現実を反映していない
場合があることを知ると
ともに，自分で調べたり
体験したりすることの大
切さに気づいている。

○情報の受信，発信，コ
ミュニケーションなどの
活動において，コン
ピュータの向うには人が
いることを常に意識し，
正しい内容を伝えるよう
心掛けるとともに，相手
の気持ちを思いやること
の大切さを理解してい
る。
○情報を得るには様々な
手段があることを理解
し，いくつかの情報を比
較したり図書館で調べた
りするなどして正しい情
報を得ようとする意欲を
持っている。

○インターネットや携帯
電話によるコミュニケー
ションは，誤解や思い込
みが生じる危険性がある
ことを理解するととも
に，内容や表現を工夫
し，相手の気持ちに配慮
したコミュニケーション
ができる。
○得られた情報の根拠や
発信者，伝達経路などに
注目し，その確かさや有
用性を判断するととも
に，自分にふさわしくな
いもの，有害なものは無
視できる。

○コミュニケーション
ツールの利用に伴うコ
ミュニケーション範囲の
広がりと社会的責任を自
覚し，情報社会の担い手
として，人間関係や社会
への影響に配慮した円滑
なコミュニケーションを
実現することができる。
○コミュニケーション
ツール個々の特性を理解
し適切に使い分けるとと
もに，得られた情報の信
頼性や信ぴょう性につい
て，複数の情報の比較や
社会的事象，自分の体験
などを基に総合的に判断
することができる。

②著作権・肖像権

○身の回りにある他の人
が作ったものを大切に扱
うこと，勝手に自分のも
のにしたり使ったりして
はいけないことに気づい
ている。
○身の回りにある他の人
の顔や姿が写った写真な
どを大切に扱うこと，勝
手に使ってはいけないこ
とに気づいている。

○身の回りにある著作物
について考え，文章や
絵，漫画やゲームのキャ
ラクターなどには著作権
があることを認識すると
ともに，他者の著作物を
使うときには本人の許諾
を得るなどのルールがあ
ることを理解している。
○人の顔や姿には肖像権
があることを認識し，写
真を撮るとき，写真や似
顔絵を使うときには本人
の許諾を得て行うことを
理解している。

○著作権の基本的な内容
を知り，著作物を保護す
ることの重要性や意義を
理解するとともに，ルー
ルに則りインターネット
上の画像や文章などを使
用できる。
○肖像権についての認識
を深めると同時に，写真
などを勝手に使用したり
公表したりしないことな
どの基本的なルールを理
解している。

○著作権を法律と関連付
けて解釈し，著作物の不
正な使用や複製は違法行
為であること，権利者に
不快感や経済的損失をも
たらすことなどを理解す
るとともに，私的使用や
授業における複製とその
他の場合を区別し，適切
に著作物を活用すること
ができる。
○肖像権は人格権やプラ
イバシー権としての側面
もあることを知るととも
に，尊重する態度を身に
付けている。

③心身の健康

○コンピュータやゲーム
は，正しい姿勢で行い，
時間に気をつけるなど規
則正しい生活に影響を与
えない範囲で楽しむこと
の大切さに気づいてい
る。

○コンピュータやイン
ターネットに過度に熱中
することで生じる依存症
などの精神面への影響，
視力低下や睡眠不足など
の健康面への影響を知
り，情報機器や情報通信
ネットワークの正しい使
い方ができる。

○インターネットや携帯
電話に過度に熱中するこ
とで生じる仮想と現実の
区別がつかなくなること
への問題や依存症などの
心身への影響を考え，人
とのかかわりの大切さを
認識するとともに，情報
機器や情報通信ネット
ワークを適切に使うこと
ができる。

○インターネットや携帯
電話に過度に熱中するこ
とで生じる心身への様々
な影響を考え，情報機器
や情報通信ネットワーク
の節度ある使い方を主体
的に行うことができる。

④情報 化社 会を
生きる

○魅力的な誘いで自分や
家族，友達の氏名や住
所，電話番号などを聞か
れる場合があることを知
るとともに，自分や他者
に関することを安易に教
えてはいけないことに気
づいている。
○学校にあるコンピュー
タや公共の施設にあるも
のは，みんなで使うもの
であるという認識を持っ
て大切に扱うことができ
る。

○個人情報にはどのよう
なものがあるかを理解
し，インターネットなど
を介して個人情報が流出
することによる自分や他
者が被る影響について理
解している。
○インターネット上には
詐欺などの犯罪や害にな
るWebページが存在してい
ることを知り，危険なWeb
ページは見ないこと，
困ったときは先生や保護
者に相談することを理解
している。

○個人情報流出の一因と
してインターネット上の
アンケートへの入力やコ
ンピュータウイルスの感
染などがあることを知
り，個人情報の入力には
自己責任が伴うこと，ウ
イルス感染対策としてWeb
ページの閲覧や不明な発
信者からの電子メールに
十分気をつけることなど
を理解している。
○インターネット上にあ
る詐欺などの概要を知
り，ネットオークション
など金銭の授受を伴うも
のに興味本位で参加しな
いこと，携帯電話などの
情報機器を使ってはいけ
ない場所を知っているこ
と，チェーンメールや知
らない人からのメールに
は返信しないことなど，
情報化社会を生きる基本
的な態度を身に付けてい
る。

○個人情報の保護の重要
性を法律や人権と関連付
けて理解するとともに，
セキュリティパッチを施
すこと，ウイルス対策ソ
フトウェアをインストー
ルすることなど，情報の
流出対策を施した上でコ
ンピュータや情報通信
ネットワークを活用する
ことを理解している。
○インターネット上の詐
欺などには，先生や保護
者に相談することをはじ
め，社会的機関として消
費者センターなどが存在
していることを知るとと
もに，携帯電話などの情
報機器の使用に際して
は，回りの状況や場所な
どに十分配慮するなどよ
りよい情報社会を主体的
に構成する意欲を持って
いる。
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 ３６ 

参 考 

○情報モラル教育の観点から見た，情報手段の活用能力の目安 

系統表の指導内容を実現するために参考となるよう，情報モラル教育の観点から見た，コンピュー

タなどの操作及びインターネット活用の例を記述します。 

 

情報手段 
小学校低学年 

（１～２年） 

小学校中学年及び

高学年（３～６年） 
中学校 高等学校 

コンピュータやそ

の他情報機器の基

本操作 

※マウスのクリック

やドラッグ操作がで

きる。 

※お絵かきソフトが

使える。 

※ローマ字入力がで

きる。 

※デジタルカメラで

撮影できる。 

※日本語入力を正確

に行うことができる。 

※デジタルカメラで

撮影した画像をワー

プロ等で活用できる。 

※必要に応じてスキ

ャナなどの情報機器

を活用することがで

きる。 

インターネット  ※先生が指示したキ

ーワードで検索エン

ジンが使える。 

※先生の指示でイン

ターネット上の画像

をコピーできる。 

※先生が指示した複

数のキーワードで絞

り込み検索ができる。 

※インターネット上

の画像などのコピー

やダウンロードが自

分でできる。 

※複数のキーワード

による絞り込み検索

が自分でできる。 

電子メール  ※テキストの送信が

できる。 

※添付ファイルをつ

けて送信できる。 

※電子メールの設定

ができる。 

Web ページ作成  ※簡単な Web ページ

が先生の指示で作成

できる。 

※簡単な Web ページ

が自分で作成できる。 

※Web ページを主体的

に作成できる。 

プレゼンテーショ

ン 

 ※簡単なプレゼンテ

ーション資料を先生

の指示で作成できる。 

※簡単なプレゼンテ

ーション資料を自分

で作成できる。 

※プレゼンテーショ

ン資料を主体的に作

成できる。 

 



「情報モラルの指導資料」（中・高等学校版）作成の情報倫理プロジェクト委員 

 

○平成１７年度の学習教材 作成担当委員（校種別・五十音順） 
 中学生向け学習教材 
   かほく市立河北台中学校   教諭 新出みか 
   津幡町立津幡南中学校    教諭 村上直哉 
 
 高校生向け学習教材 
   石川県立金沢泉丘高等学校  教諭 鹿野利春 
   石川県立工業高等学校    教諭 黒島浩司 
 

○平成１９年度の学習教材 作成担当委員（校種別・五十音順） 
中学生向け学習教材 

    白山市立松任中学校     教諭 石田浩幸 
    加賀市立錦城中学校     教諭 梶川泰宏 
    七尾市立東部中学校     教諭 徳楽 仁 
    穴水町立穴水中学校     教諭 和田隆志 
    小松市立南部中学校     教諭 八木賢一 
 
  高等学校向け学習教材 
    石川県立七尾東雲高等学校  教諭 荒邦 悟 
    石川県立金沢泉丘高等学校  教諭 鹿野利春 
    石川県立小松工業高等学校  教諭 島村勝彦 
    石川県立野々市明倫高等学校 教諭 示村誠一 
    石川県立鹿西高等学校    教諭 屋敷秀樹 
 
○指導の系統表 作成担当委員（校種別・五十音順） 
   小松市立南部中学校     教諭 元田浩一 
   石川県立金沢泉丘高等学校  教諭 鹿野利春 
   石川県立小松工業高等学校  教諭 島村勝彦 
 
※本資料の指導事例のコンテンツは以下の URL からダウンロードできます。 

http://ewebs2.ishikawa-c.ed.jp/moral/index.html 
 
 
 
 

問い合わせ先 
石川県教育センター・情報教育課 
電話 076-298-3515（代） / ファックス 076-298-3518 

 




